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１月２０日、本部主催「本人の同意なき出向反対！強制出向裁判勝利！総決起集会」が開催さ

れました。ＪＲ東海労本部木下委員長による主催者挨拶、ご来賓としてＪＲ西労、ＪＲ貨物労組近畿

支部から連帯の挨拶がありました。また新幹線、静岡、名古屋地本、地本内の各分会からも多く

の仲間が参加し、感染対策を講じた短時間の集会が開催されました。

集会では原告の下茂さん、西さんより不当な出向は認められないとする力強い決意が語られ

ました。また、二度に渡る出向取り消しとなって会社から異常な精神状態の中で乗務を強要され

た前田分会長から、家族を巻き込んだ生活を混乱に陥れられた怒りが語られました。

私たちは、会社による不当な出向や、対応に対して毅然とした対応をとる決意です。これ以上、

ウソや誤魔化しを許すわけにはいきません。

職場では、会社の「出向」に不満を持つ多くの社員がいます。出向だけでなく社員を大切にしな

い姿勢に対して、ユニオン役員はその問題を放置し会社の施策に加担してます。私たちは、仲間

を大切にし会社の不当な命令には断固、抗議します。

出向に出てから、聞いてなかったことや、賃金、休日に問題が明らかになることが多々ありま

す。気づいた時に声を出すことが大切です。相談や問題点を共有できる仲間や組織の存在が問

われています。

会社はコロナ禍を口実にし、「業務指示」「業務命令」を盾にして無茶な勤務変更等を言ってき

ます。しかし、間違った「指示」や「業務指示」には従う必要はありません。労働者の視点でしっかり

と見極め、不満や安全上問題があると感じたら「NO!」を突きつけましょう！


